
批

評

・
紹

介

宋
代
経
憐
史
研
究

周

議

ョt
Eヨ

之

著

昭
和
三
七
年
三
月
東
京
東
大
出
版
曾

A
5
版
園
版
二
葉
本
文
八
二
ハ
頁

索
引
一

O
頁

次南
宋
の
農
書
と
そ
の
性
格

南
宋
稲
作
の
地
域
性

南
宋
に
於
け
る
稲
の
種
類
と
品
種
の
地
域
性
(
新
稿
)

南
宋
の
農
鍛
冶
と
農
具
の
販
寅
(
新
稿
)

南
宋
に
お
け
る
婆
作
の
奨
励
と
二
毛
作

南
宋
の
苧
麻
布
生
産
と
そ
の
流
通
過
程

宋
代
の
好
国
と
荘
園
制

南
宋
郷
都
の
税
制
と
土
地
所
有

南
唐
・
北
宋
の
治
徴

部三第部二第 部一第
一日一ー-一一 /一一一一一一一ーへ一一一一¥目

十十九八七六五四三二一

五
宋代
代節
州度
鯨使
のの
職支
役配
と種
膏伽l
吏
の
設
展

新
稿
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氏
が
数
年
前
に
後
表
さ
れ
た
論
文
集
「
中
園
土
地
制
度
史
研
究
」
は
、
宋
代

の
土
地
所
有
制
、
と
り
わ
け
佃
戸
制
の
研
究
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
宋

以
後
中
世
史
論
者
に
大
き
な
寄
奥
を
な
し
た
が
、
既
笈
表
の
論
文
八
篇
に
新
稿

三
篇
を
加
え
て
出
版
さ
れ
た
本
書
は
、
ま
た
異
っ
た
角
度
か
ら
、
宋
代
、
殊
に

南
宋
時
代
の
政
治
経
済
史
の
研
究
に
新
分
野
を
ひ
ら
い
た
も
の
と
い
え
る。

本
書
の
内
容
は
、
氏
の
序
に
よ

っ
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
掲
目
次
の
如

く
、
特
に
南
宋
の
農
業
技
術
と
農
業
経
済
を
扱
っ
た
第
一
部
、
税
制
研
究
の
第

二
部
、
長
大
な
新
稿
を
入
れ
て
、
五
代
宋
の
政
治
機
構
の
問
題
を
、
職
役
と
膏

吏
の
鐙
制
を
中
心
と
し
て
追
求
し
た
第
三
部
、
の
三
部
分
に
分
れ
る
。
既
設
表

の
論
文
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
す
で
に
こ
こ
数
年
来
の
史
皐
雑
誌
の
「
回

顧
と
展
望
」
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

「
宋
代
研
究
文
献
提
要
」
で
も
そ
の

要
約
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
新
稿
三
篇
を
中
心
に
逐
次
紹

介
し
、
最
後
に
全
般
的
な
感
想
を
の
べ
る
こ
と
に
し
た
い
.

第
一
部
の
論
文
群
は
、
第
一
篇
の
農
書
と
勧
農
文
と
を
扱
っ
た
論
文
を
イ
ン

ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
お
り
、
第
二
・
三

・
五
篇
の
、
南
宋
に
お
け
る
稲
と

婆
と
を
中
心
と
す
る
農
業
生
産
力
の
設
展
と
そ
の
地
域
差
と
を
追
求
し
た
三
部

作
が
、
そ
の
中
心
的
位
置
を
し
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
南
宋
の
婆
作
と
二
毛

作
の
設
展
の
質
惰
と
そ
の
原
因
と
を
追
求
し
た
第
五
篇
が
最
初
に
毅
表
さ
れ
た

も
の
で
、
次
い
で
愛
表
さ
れ
た
第
二
篇
で
は
、
『
南
宋
稲
作
の
技
術
の
地
域
差

を
、
苗
代
仕
立
か
ら
刈
入
れ
ま
で
の
一
々
の
技
術
に
つ

い
て
考
え
る
と
、
雨
漏
削

こ
と
に
湖
西
と
、
由
腕
南
東
西
や
荊
湖
南
北
の
よ
う
な
後
進
地
柏
市
と
で
は
大
き
な

差
異
が
あ
り
、
そ
れ
に
謄
じ
て
、
牧
穫
量
に
お
い
て
も
、
一
畝
嘗
り
、
掘
削
西
三

l
二

・
五
石
、
掘
削
東
二
石
、
江
東
二

i
一
・
玉
石
、
荊
湖
南
北
一

・
五
l
一

石
、
一
繭
建
二
石
(
但
し
爾
枚
の
地
で
)
と
、
標
準
的
生
産
高
に
段
階
が
あ
っ

た
。
』
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
三
篇
の
新
稿
「
南
宋
に
於
け
る
稲
の
種
類
と
品
種
の
地
域
性
」
は
、
こ
の

前
二
論
文
の
論
旨
を
補
い
、
澄
展
さ
せ
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
主
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要
限
目
は
、

I
南
宋
に
お
け
る
稲
の
種
類
と
そ
の
特
性

H
稲
の
各
種
類
の
作

付
吠
態
の
地
域
差
と
、
そ
の
枇
曾
経
済
的
意
味
国
南
宋
に
お
け
る
生
産
力
の

設
展
と
、
稲
の
新
品
種
の
形
成
と
の
関
係
、

と
い
う
三
貼
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
あ
る
。
氏
の
所
論
を
要
約
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
古
里
木
時
代
の
稲
の
種
類
を
、
そ
の
種
子
の
動
の
強
弱
を
中
心
に
分
類
す
る

と
、
橋
(
杭
)
・
寝
(
杭
)

・
制

(
山
禾
)

・
占
城
、
の
四
種
に
分
れ
る
。
こ

の
四
種
の
稲
の
特
性
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

(こ
の
表
は
、
氏
の
論
述
に
よ

り
筆
者
が
ま
と
め
た
も
の
)
こ
の
四
種
の
う
ち
、
特
に
嬬
米
は
、
酒
の
原
料
と

し
て
使
わ
れ
た
た
め
、
殊
に
臨
安
の
よ
う
に
酒
務
を
多
く
も
っ
た
大
都
市
の
近

郊
で
多
く
作
ら
れ
、
あ
る
地
方
で
は
、
産
米
額
の
一
割
近
く
に
達
し
、

近
郊
作

訂

削

ほ

叶

司

司

司

司

一
物
的
性
格
を
も
っ

て
い
た
。

で
陪
件
出
|
l
h
M
下
ー
γ

|下
l
f
l』

一
般
に
食
米
と
意
識
さ
れ
た

一

弥

度

王

+
一
+

一
一
一
一
一

-

j

l

j

'

B

一
-
一
一
副一

-
一
一
一
他
の
三
種
の
う
ち
綬
米
は
、

一
粒

の
大

き
さ

一+
+
一
+

一
一
一

一
一

F
い
け
い
い
に
い
い

rト
ト
ト
「
十
ト
ド
|「
」

こ

の
表
か
ら
も
知
れ
る
よ
う

一
早

熟

度

一一一

一一

一
+

一
+

一
に
俵
も
高
級
で
あ
っ
て
、
上

一
肥

料
必
要
度

一+
+
一
ナ
一
一

一
一
一
一
戸
の
主
食
で
あ
り
、
綬
米
を

一
水
分
必
要
度

一
+
一
+
一

一一

一
一一

産
す
る
地
方
で
は
、秋
税
・
和

一
保
存
可
能
度

一
F

一
+

一
一
一
一一

線

・
私
租
と
も
に
こ
れ
を
納

一
債

格

一

+

+

一

+

一

一

一
一一

入
す
る
の
が
一

般
で
あ
り
、

一
市

場

流

通

度

一

+

一一

一
+
一
十

一

「
ト
ド
い
い
い
い
い
い
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
一

事
情
に
よ
り
他
の
米
の
納
入

を
許
す
時
に
は
、
一
割
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
割
増
が
要
求
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
稲
を
早
晩
の
貼
か
ら
み
る
と
、
晩
熟
米
の
栽
培
は
、
湖
西
で
は
産
米
額
の
半

ば
を
こ
え
、
出
削
東
で
は
半
ば
ち
か
く
、
江
東
西
・
一
扇
建
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
荊
湖

南
北
で
は
、
ほ
と
ん
ど
槌
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
晩
熟
米

は
、
最
も
農
業
生
産
力
の
高
か
っ
た
揚
子
江
デ
ル
タ
地
帯
を
中
心
に
作
ら
れ
た

が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
前
表
の
四
種
の
分
類
、
殊
に
、
複
米
と
、

制
、
占
城
稲
と

の
差
異
に
閥
係
の
あ
る
現
象
で
あ
ろ
う
。

品
種
に
つ
い
て
は
、
地
方
志
の
記
事

に
よ
る
と
、
稲
の
品
種
は
、
前
代
に
比
し
て
激
増
し
、
一
地
方
で
別
種
程
度
に

達
す
る。

こ
れ
は
宋
代
の
農
業
生
産
力
の
上
昇
宕
あ
ら
わ
す
が
、
元
明
で
は
再

び
淘
汰
さ
れ
た
。
』

こ
の
論
文
は
、
前
二
論
文
と
と
も
に
、
従
来
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
に
す

ぎ
な
い
農
業
技
術
の
地
方
差
と
、
揚
子
江
デ
ル
タ
地
帯
の
先
進
性
を
具
盤
的
に

示
し
た
も
の
と
し
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
。
た
だ
こ
こ
で
、
本
論
文
の
史
料

が
、
大
部
分
地
方
志
と
文
集
で
あ
り
、
そ
の
性
質
上
、
特
定
の
地
貼
の
状
態
の

み
を
表
し
て

い
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
気
に
か
か
る
。

一
路
に
か
な
り
不
規
則

に
分
布
し
た
数
個
の
史
料
し
か
護
見
し
え
な
い
時
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
示
し
て

い
る
個
々
の
欣
態
を
総
合
か
つ
卒
均
し
て
、
そ
の
地
方
全
纏
の
吠
態
を
考
え
る

の
は
、
か
な
り
危
険
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
漸
東
の
温
州
、
台
州
等

の
史
料
を
掘
削
東
路
全
燈
の
事
情
を
示
す
も
の
と
断
定
し
て
よ

い
で
あ
ろ
う
か
。

第
四
篇
「
南
宋
の
農
鍛
冶
と
農
具
の
販
寅
」
(
新
稿
)

こ
れ
も
第

一
部
に
麗
し
、
南
宋
の
農
業
生
産
力
の
設
展
と
密
切
に
関
連
し
た

現
象
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
前
記
三
部
作
の
聞
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
が
、
南

宋
の
手
工
業
と
、
そ
の
製
品
の
流
通
過
程
を
考
え
た
も
の
と
し
て
、
形
式
的
に

は
、
第
六
篇
の
苧
麻
布
を
扱
っ
た
論
文
と
封
比
で
き
る。

本
篇
は
、
主
と
し
て

雨

漸

江

東

・
准
南
を
舞
塞
に
、
農
鍛
冶
に
つ
い
て
、

ー
そ
の
経
営
状
態
と
製

品
流
通

E
荘
園
制
度
と
の
関
係

国
園
家
権
力
と
の
閥
係
、

の
三
貼
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
よ
う
。

『
嘗
時
の
農
鍛
冶
は
多
く
草
市
に
住
み
、
大
部
分
は
農
業
を
品
兼
営
し
て
い
た
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が
、
専
業
と
じ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
准
南
の
よ
う
に
宋
金
の
戟
場
と
な
り
、

土
地
が
荒
駿
し
、
曲
震
具
や
武
具
が
大
量
に
要
求
さ
れ
た
所
で
は
、
政
府
も
農
具

の
商
税
を
菟
除
し
、
商
人
が
多
く
往
来
し
た
た
め
、
一
年
の
聞
に
大
き
な
鍛
冶

の
主
と
な
る
農
鍛
冶
も
あ
っ
た
。
小
さ
な
農
鍛
冶
は
、
一
般
に
大
き
く
園
家
権

力
の
強
制
を
う
け
、
康
範
園
に
わ
た
る
和
雇
強
雇
に
よ
っ

て
、
官
省
工
場
で
あ

る
作
院
甲
局
に
於
て
、
相
笛
低
劣
な
篠
件
で
武
具
製
作
に
従
事
さ
せ
ら
れ
、
ま

た
官
僚
上
戸
の
家
で
雇
傭
さ
れ
た
。
大
経
営
の
鍛
冶
で
は
、
管
理
人
・
銭
匠
作

頭
の
健
制
が
と
ら
れ
、
作
頭
に
は
、
群
盗
を
使
用
し
て
こ
れ
に
あ
て
、
そ
の
下

で
奴
隷
的
境
遇
に
あ
る
使
用
人
が
使
用
さ
れ
、
省
時
の
透
境
の
坪
田
の
内
部
構

造
に
近
似
し
た
形
を
と
る
。
』
以
上
、
そ
の
主
張
さ
れ
る
と
と
ろ
は
安
嘗
と
思

わ
れ
る
が
、
傍
鮎
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
に
少
々
疑
問
が
あ
る
よ
う
で

あ
る
。
氏
は
隻
渓
文
集
の
官
晶
画
工
場
で
の
労
働
を
示
す
史
料
、
「
境
内
匠
人
、

迭
互
用
工
、

j

i
---
叉
況
終
日
鍛
錬
、
不
得
休
息
、
日
以
二
副
箆
限
、
比
之
私

家
用
工
、
極
篤
努
昔
、
」
の
中
の
、
「
私
家
用
工
」
と
い
う
こ
と
ば
を
、
私
家

(
H官
僚
上
戸
)
が
、
工
(
人
)
を
用
い
る
と
解
し
て
、
傍
貼
部
の
唯

一
の
史

料
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
と
の
私
家
と
い
う
コ
ト
パ
は
、
本
書
H
u
g
ω
の
私
家
造

酒
と
同
様
の
用
法
で
あ
り
、
用
工
は
、
こ
の
史
料
の
中
に
見
え
る
迭
互
用
工
と

同
じ
用
法
で
あ
り
、
自
動
調
と
考
え
ら
れ
、
自
家
努
働
の
意
味
と
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

常
識
的
に
、
官
僚
上
戸
が
銭
鍛
冶
を
雇
傭
す
る
と
と
は
嘗
然
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
更
に
正
確
か
つ
具
種
的
な一
雇
傭
状
態

を
示
す
史
料
が
必
要
と
思
え
る
。
氏
は
ま
た
大
規
模
な
鍛
冶
の
内
部
構
造
が
、

管
理
人

・
作
頭
の
趨
制
と
盗
賊
の
雇一
傭
と
い
う
鮎
で
、
嘗
時
の
坪
田
や
園
田
の

中
の
荘
園
の
そ
れ
と
近
似
し
て
い
る
と
説
か
れ
る
が
、
管
理
人
と
か
組
頭
と
か

い
う
も
の
は
い
わ
ば
祉
曾
翠
的
な
範
様
で
あ
り
、
具
種
的
な
内
容
の
面
か
ら
の

規
定
に
か
け
る
鮎
が
や
や
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

第
十
一
篇
「
宋
代
州
燃
の
職
役
と
膏
吏
の
愛
展
」
(
新
稿
)
こ
れ
は
百
六
十

リ
エ
キ

頁
に
及
ぶ
雄
篇
で
あ
り
、
宋
代
の
吏
役
の
機
構
の
制
度
と
性
格
を
扱
っ
た
も
の

で
あ
る
。
主
に
科
摩
出
身
者
に
よ
り
典
型
的
に
形
づ
く
ら
れ
た
官
人
の
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
う
ら
に
は
、
こ
れ
に
影
の
如
く
そ
う
吏
人
が
い
る
。
吏
人
は
一
般
に

①
官
の

行
な
う
は
ず
の
事
務
を
官
の
手
足
と
し
て
、
官
と
密
切
に
結
び

つ
き

な
が
ら
代
行
し
、
②
無
給
で
し
か
も
希
望
者
採
用
で
あ
る
、
と
い
う
二
貼
に

そ
の
特
質
を
ま
と
め
う
る
が
、
更
に
③
官
僚
機
構
の
ど
こ
に
お
か
れ
る
か

|
|
中
央
の
吏
と
州
吏
と
蘇
吏
、
⑥
税
役
獄
訟
等
の
書
類
を
扱
う
も
の
と
そ
う

で
な
い
も
の
、
と
い
っ
た
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

本
稿
は
⑥
の
分
類
を
も
頭

に
お
き
な
が
ら
、
③

の
う
ち
の
州
吏
と
豚
支
を
扱
っ
て
い
る
。
役
人
は
一
般

に
①
官
吏
の
機
構
の
下
に
、
②
無
給
で
差
充
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
更
に
、
③
ど
こ
で
役
に
服
す
る
か

|
|
街
前
等
の
州
役
、
弓
手
等
の
蘇

役
、
星
正
脅
戸
長
等
の
郷
役
、
⑥
箪
な
る
努
働
力
と
し
て
の
性
格
の
強
い
カ

役
的
職
役
と
、
何
ら
か
の
形
で
(
殊
に
郷
村
内
で
)
現
行
檀
制
の
毅
揮
と
維

持
に
責
任
を
も
っ
典
型
的
職
役
、

と
い
っ
た
分
類
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
も
っ

と
も
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
典
型
的
職
役
で
あ
っ
て
郷
役
で
あ
る
星

正
者
戸
長
、
或
は
保
正
副
等
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
こ
こ
で
は
扱
わ
れ
な
い
。

氏
の
意
闘
は
南
宋
に
至
っ
て
典
型
的
に
成
立
し
た
膏
吏
の
趨
制
を
宋
初
に
む
け

て
さ
か
の
ぼ
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
が
職
役
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
、

唐
宋
嬰
草
の
性
格
を
こ
の
面
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
駄
に
あ
る
と
恩
わ

れ
、
雨
宋
を
通
じ
て
膏
吏
化
し
な
か
っ
た
職
役
は一

腹
問
題
外
と
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
氏
自
身
の
序
説
と
結
語
と
を
要
約
す
れ
ば
、
本
稿
の
内
容
と
意

闘
は
、

-V」
の
吏
役
機
構
の
五
代
と
の
閥
連
、

E
そ
の
宋
代
で
の
幾
賀
、

H
宋

F
D
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初
で
は
職
役
的
で
あ
り
、
照

寧
元
塑
の
改
革
後
、
殊
に
南
宋
で
は

「
官
無
封

建
、
吏
有
封
建
」
の
公
人
世
界
を
形
成
、

E
膏
吏
組
織
の
性
格
規
定
、

H
荘
園

の
幹
人
の
園
家
版
、
の
三
貼
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

賞
際
に
論
文
を
讃
む
と
、
前
半

(第
二
章
)
で
、
宋
代
の
州
豚
の
膏
吏
と
街
前

の
姿
が
、
あ
く
ま
で
制
度
史
的
に
逐
傑
的
に
説
明
さ
れ
、
主
と
し
て
差
役
か
ら

募
役
へ
の
媛
化
を
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
職
役
制
度
か
ら
膏
吏
制
度

へ
の
繁
化
が

扱
わ
れ
、
後
半
(
第
三
章
)
で
、
南
宋
州市脚
の
膏
吏
の
性
格
が
、
そ
の
官
吏
或

は
城
居
の
撹
納
入
と
の
私
的
な
結
託
に
よ
る
不
正
行
震
と
い
う
面
か
ら
分
析
さ

れ
て
い
る
。
最
初
に
第
二
章
、

『
こ
こ
で
あ
っ
か
う
吏
役
は
、

ω州
に
腐
し
て

各
種
場
庫
務
と
漕
運
を
司
ど
る
街
前
、

ω州
腕
肺
街
内
で
書
類
を
あ
つ
か
う
人

吏、

ω力
役
的
な
州
の
散
従
官
と
豚
の
手
力
、
州
の
院
虞
候
と
燃
の
弓
手、

ω爾
税
納
入
場
の
斗
子
や
、
商
税
徴
牧
場
の
欄
頭
の
如
く
、
税
金
納
入
の
際
の

現
場
努
働
に
笛
る
も
の
、

の
四
グ
ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
る
。
』
川
の
街
前
に

つ

い
て
は
、
役
に
あ
て
ら
れ
る
際
の
保
護
財
産
の
多
寡
と
役
の
重
さ
(
そ
の
役
の

重
さ
を
示
す
分
数
)
と
の
閥
係
、

分
数
そ
の
も
の
に
闘
す
る
新
事
貨
の
護
見
等

に
つ
い
て
の
論
述
が
目
を
ひ
く
。
街
前
の
膏
吏
化
に
つ
い
て
は
、

『
す
で
に
照

寧
の
募
役
法
の
直
前
に
は
、
四
川
で
は
大
部
分
、
准
南
・
雨
掘
削
で
は

2
/
3
以

上
、
そ
の
他
の
路
分
で
も
中
十
分
以
上
は
長
名
街
前
で
あ
っ
た
が
、
募
役
法
が
施

行
さ
れ
、
従
来
か
れ
ら
の
酬
奨
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
酒
務
・
堕
弁

・
河
渡
な
ど

が
官
営
と
な
り
、
官
僚
機
構
が
整
備
さ
れ
る
と
、
長
名
街
前
も
急
速
に
へ
り
、

同
時
に
膏
変
化
し
た
。
』
こ
こ
で
は
、
南
宋
で
の
街
前
の
膏
吏
的
性
格
を
一示
す

史
料
も
一
亦
さ
れ
る
。

ωの
州
豚
の
人
吏
は
膏
吏
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
が
、
従

来
こ
れ
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
論
考
は
な
か
っ
た
。
氏
の
諭
詮
は
次
の
如
く
で
あ

る
。

『
州
燃
の
人
吏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
正
名
の
吏
と
見
習
い
に
あ
た
る
貼
司
と

に
分
れ
る
。
正
名
の
吏
の
中
に
も
か
な
り
の
階
層
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
特
に

州
の
場
合
に
重
要
で
あ
る
。
街
前
の
場
合
と
同
様
に
四
川
・
雨
漸
で
は
、
こ
の

位
置
は
役
得
の
多
い
も
の
と
し
て
、
宋
初
か
ら
宇
っ
て
投
名
さ
れ
、
世
襲
的
で

あ
っ
た
が
、
河
北
三
路
の
場
合
は
、
仁
宗
朝
ま
で
郷
差
に
よ
っ
て
い
た
。
募
役

法
も
差
役
法
も
人
吏
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
か
っ
た
。
』
こ
こ
で
氏
が
三
路
の
特

殊
性
を
蘇
轍
の

コ
ト

パ
を
そ
の
ま
ま
う
け
て
、

民
が
書
算
に
熟
し
て
い
な
か
っ

た
か
ら
と
い
う
貼
か
ら
の
み
考
え
ら
れ
る
の
は
幾
分
イ
ー
ジ
ー
ゴ
ー
イ
ン
グ
な

感
じ
が
す
る
。
つ
い
で
な
が
ら
、
司
吏
H
典
貼
H
貼
司
(
可
己
申
)
と
い
う
解

裂
は
ど
う
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ωに
つ
い
て
『
州
の
散
従
官
と
豚

の
手
力
は
、
官
人
の
使
役
に
服
し
、
官
員
の
迭
迎
、
草
刈
り
、
薪
あ
つ
め
に
も

嘗
っ
た
よ
う
で
、
雨
宋
を
通
じ
て
、

租
税
の
督
促
に
も
嘗
っ
た
。

州
の
院
虞
候

は
、
司
理
院
と
州
院
の
獄
訟
の
役
に
あ
て
ら
れ
た
。
豚
で
こ
れ
に
封
態
す
る
も

の
は
弓
手
で
あ
る
が
、
弓
手
は
一
方
で
は
豚
尉
の
下
で
捕
盗
に
あ
た
り
、
一
方

で
は
獄
子
に
あ
た
る
。
』
獄
子
H
弓
手
設
に
つ
い
て
問
題
に
な
る
の
は
、
弓
手

に
つ
い
て
の
「
専
捉
盗
賊
、
不
許
別
有
差
使」

と
い
う
規
定
、
及
び
氏
も
引
か

れ
て
い
る
州
豚
提
綱
の
「
手
力
が
獄

子
に
な
る
」
と
い
う
記
事
の
存
在
で
あ

る
。
獄
子

・
弓
手
設
を
支
え
る
史
料
が
地
方
志
で
、
し
か
も
重
禄
を
輿
え
て
、

と
あ
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
は
獄
子
の
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
の
臨
時
措
置
と

も
考
え
う
る
。
院
虞
侯
に
つ
い
て
は
、
三
山
志
に
よ
る
と
、
元
盤
以
後
、
百
二

十
人
の
う
ち
、
十
八
人
だ
け
が
獄
子
(
節
級
を
含
む
)
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
も
の
は
具

鶴
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
る
と
よ
い
だ
ろ
う

か。

川
に
つ
い
て
、

『
斗
子
・
庫
子
・
箔
子
・
秤
子
・
操
子
は
、
州
・
豚
共
に

お
か
れ
、
監
官
の
下
で
、
雨
税
和
雑
等
の
際
の
現
物
納
入
の
努
働
事
務
を
行
な

い
、
納
入
物
の
管
理
に
も
関
係
し
た
。
』
ま
た
こ
の
項
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
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が
、
ヲ
」
の
監
官
は
縛
運
使
や
州
が
任
命
す
る
が
、
賞
際
に
ほ
州
吏
の
手
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
下
の
斗
子
・
庫
子
等
も
、
州
吏
の
手
で
決
定
さ
れ

た
正
商
税
徴
収
場
の
欄
頭
は
、
『
募
役
法
後
は
投
名
で
給
銭
を
う
け
ず
、
南

宋
で
は
一
欄
頭
の
下
に
数
名
の
家
人
が
い
て
、
商
業
設
遠
の
ガ

γ
と
な
っ

た
。
』
以
上
概
略
を
示
し
た
第
二
章
の
行
論
の
中
で
、
氏
は
問
題
黙
の

I
、
E
を

究
明
し
よ
う
と
さ
れ
た
ら
し
い
。
ー
に
つ
い
て
は
、
第
十
篇
の
「
五
代
節
度
使

の
支
配
僅
制
」
と
讃
み
あ
わ
せ
る
な
ら
、
名
稽
乃
至
制
度
の
連
績
と
出
演
化
に
つ

い
て
は
、
史
料
的
に
十
二
分
に
納
得
で
き
る
が
、

一
つ
の
権
力
の
機
構
が
、
五

代
と
宋
の
聞
で
ど
の
よ
う
に
獲
質
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
と

い
う
観
鮎
を
更
に
明
確
に
出
し
て
欲
し
い
と
と
ろ
で
あ
る
。

E
に
つ
い
て
も
‘

質
際
に
激
役
↓
膏
吏
の
方
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
街
前
に
止
り
、
手

力
・欄
頭
に
も
そ
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
氏
の
こ
の
テ
l
ゼ
が
全
程

的
に
賓
設
し
つ
く
さ
れ
て
い
な
い
う
ら
み
が
の
と
る
。

-次
に
こ
の
章
全
般
に
わ

た
っ
て
の
若
干
の
問
題
鮎
を
指
摘
し
て
お
く
。
吏
の
制
度
の
研
究
で
は
、
官
の

制
度
の
研
究
か
ら
逆
に
推
定
で
き
る
こ
と
が
あ
る
が
、

ζ

こ
で
も
、
州
院
と
使

院
の
閥
係
、
税
場
と
倉
庫
と
の
関
係
、
場
庫
の
監
官
の
制
度
的
位
置
等
の
問
題

を
追
求
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
に
所
属
す
る
吏
の
性
格
も
更
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
e

豪
族
と
吏
役
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
氏
は
「
宋
代
荘
園
制
の
後
遺
」
(
「
中
園

土
地
制
度
史
研
究
」
所
政
)
に
お
い
て
、
出
削
西
の
豪
貴
は
、
多
く
荘
田
の
幹
人

に
巡
尉
司
を
あ
て
、
弓
手
を
つ
か
つ
て
私
租
の
紋
滞
を
追
求
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
お
ら
れ
る
が
、
北
宋
末
以
来
豪
族
一
等
戸
が
弓
手
・
手
力
に
あ
て
ら

れ
、
し
か
も
代
役
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
よ
う
な
情
況
と
の
関

連
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
叉
従
来
膏
吏
の
出
酷
引
が
問
題
と
な
る
が
、

氏
が

「
吏
而
待
行
階
官
」
と
カ
タ
ガ
キ
の
問
題
で
あ
る
史
料
を
一
示
さ
れ
た
の
も

興
味
が
あ
る
。
叉
氏
の
い
わ
ゆ
る
犯
罪
人
の
充
吏
は
、

「
累
経
断
停
吏
」
の
ゴ

ロ
ツ
キ
的
活
躍
と
関
係
さ
せ
て
把
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
三
章
「
南
宋
州
燃
の
膏
吏
」
は
、
者
支
の
性
格
を
「
不
正
」
と
い
う
ポ
イ

ン
ト
か
ら
把
え
た
も
の
で
、

ω
「
知
州
と
結
ん
だ
州
吏
の
不
正
」
と

ω
「抽出納

入
と
結
ん
だ
雨
税
納
入
場
や
和
棚
職
場
の
吏
の
不
正
」
と
い
う
こ
貼
に
問
題
が
し

ぼ
ら
れ
て
い
る
。
寅
際
に
沓
中
園
の
政
治
世
舎
で
は
、
「
滅
公
奉
私
」
が
逆
説

的
に
一
種
の
そ
-
フ
ル
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

ωに
つ
い
て
氏
の
提
出
さ
れ
た

「
朱
文
公
文
集
各
十
入

l
十
九
」
の
興
味
あ
る
史
料
に
よ
る
と
、
『
知
台
州
麿

仲
友
は
州
吏
と
私
的
に
結
托
し
て
、
公
使
庫
の
二
世
間
八
千
貫
を
ゴ
マ
か
し
て
、

ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
、
或
は
知
人
親
戚
乃
至
土
地
の
官
人
に
迭
る
等
々
の
多
く
の

不
正
を
行
っ
て
い
た
。
』
氏
の
コ
ト
パ
で
こ
の
欣
態
を
総
括
す
る
と
、
『
唐
仲

友
の
如
き
は
、
南
宋
で
も
栢
嘗
の
儒
者
で
あ
る
か
ら
、
多
少
の
節
度
は
あ
っ
た

と
思
え
る
。
こ
れ
か
ら
お
し
て
、
南
宋
州
豚
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
で
は
な
い

に
し
て
も
、
あ
る
程
度
こ
れ
に
似
た
例
は
多
か
っ
た
と
思
え
る
。
』
こ
の
価
格
括

は
少
々
モ
タ
モ
タ
し
て
い
る
が
、
儒
者
で
あ
る
か
ら
汚
職
は
し
な
い
と
い
う
よ

り
は
、
汚
職
を
し
た
か
ら
儒
者
で
あ
り
え
た
と
い
う
方
向
で
考
え
た
方
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。
「
官
庫
の
金
を
ゴ
マ
か
し
て
、
自
ら
の
或
は
古
典
の
書
を
出

版
し
、
銭
物
と
共
に
知
識
人
に
配
っ
た
」
よ
う
な
こ
と
が
、
彼
の
事
者
と
し
て

の
名
撃
を
作
っ
て
い
る
重
要
な
要
素
で
は
な
い
か
。
ま
た
彼
ら
に
そ
れ
だ
け
の

不
正
行
震
を
可
能
に
さ
せ
た
要
件
を
分
析
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
件
が
他
州

豚
で
も
起
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

次
に
膏
吏
(
斗
子

・
摩
子
等
)

・
豪
族
・
携
納
入
の
三
者
の
結
び
つ
き
に
つ

い
て
、
『
租
税
の
請
負
い
納
入
に
嘗
る
撹
納
入
は
、
膏
吏
豪
族
と
密
切
な
つ
な

が
り
を
も
ち
、
自
ら
も
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
城
居
の
大
商
人
で
あ
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っ
た
り
し
た
。
』
と
三
者
の
不
正
行
震
と
そ
の
基
盤
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ

う
し
て
こ
の
章
は

「吏
の
不
正

行
篤
」
を
中
心
に
問
題
が
把
え
ら
れ
る
が
、

「不
正
」
を
躍
に
理
念
的
制
度
か
ら
の
逸
脱
と
い
う
貼
か
ら
把
え
る
以
上
の
、

「
不
正
」

の
紙
念
応
謝
す
る
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
恩

わ
れ
る
。
叉
氏
が
こ
こ
で
、
直
接
に
郷
村
と
閥
係
を
も
っ
豚
街
の
人
吏
の
不
正

を
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
見
田
吏
の
問
題

は
、
1
そ
れ
自
身
園
家
織
力
の
機
構
の
一
部
と
し
て
の
面
、
2
枇
禽
集
固
と
し
て

の
面
、
3
郷
村
内
の
階
級
閥
係
と
の
つ
な
が
り
、
等
の
面
か
ら
把
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

ー
で
は
膏
吏
機
構
と
人
民
と
の
関
係
、
そ
の
効
率
の
問
題
、
官
機

構
と
吏
機
構
の
性
格
の
差
と
閥
連
等
々
、

2
で
は
、
そ
の
ギ
ル
ド
的
性
格
、
知

識
人
的
性
格
、
中
央
の
吏
と
州
の
吏
と
懸
の
吏
と
の
性
格
の
差
異
と
吐
曾
的
つ

な
が
り
、
官
集
図
と
吏
集
圏、

吏
の
出
自
の
問
題
等
々

、
3
で
は
豪
族
の
特
権

維
持
と
膏
吏
、
階
級
闘
係
の
維
持
に
謝
し
て
膏
吏
の
も
つ
役
割
等
々
、
が
問
題

と
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
多
く
は
氏
も
本
稿
の
中
で
と
り
あ
っ
か
つ
て
お

ら
れ
る
が
、
氏
の
主
な
閥
心
が
制
度
史
に
あ
る
た
め
か
、
叉
方
法
論
を
表
に
だ

さ
ぬ
と
い
う
氏
の
慎
重
な
態
度
の
た
め
か
、
本
稿
か
ら
こ
れ
ら
の
問
題
に
封
す

る
氏
の
見
解
を
十
分
に
く
み
と
る
こ
と
は
筆
者
に
は
で
き
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
番
金
値
を
通
し
て
み
る
と
、
各
論
文
の
問
題
設
定
と
、
そ
の

全
論
文
を
通
し
た
テ
1
7
と
の
閥
連
を
示
す
序
説
に
嘗
る
も
の
が
な
い
こ
と

が
、
本
書
の
理
解
を
困
難
に
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
各
論
文
は
全
般
的

に
起
承
糊
結
の
は
っ
き
り
せ
ぬ
濁
特
の
ス
タ

イ
ル
が
と
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

一
万
雨
断
式
の
安
易
な
方
法
を
と
ら
な
い
、
氏
の
良
心
的
な
質
惹
態
度
と
も
結

び
つ
い
て
い
る
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
農
業
経
済

・
土
地
問
題
に
封
す
る
氏
の一

貫
し
た
強
烈
な
問
題
意
識
と
、
史
料
集
的
性
格
さ
え
時
に
は
感
じ
ら
れ
る
地
味

な
制
度
史
的
論
文
形
式
と
の
奇
妙
な
統
一
は
、
賓
に
多
く
の
重
要
な
事
賞
を
明

ら
か
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
十
分
に
理
解
さ
せ
に
く
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

最
後
に
結
び
に
か
え
て
、
川
前
者

(
中
園
土
地
制
度
史
研
究
)
と
の
つ
な
が

り
、
特
に
荘
園
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
、

ω断
代
史
的
方
法
に
つ
い
て
、
の
二

貼
を
中
心
に
、
自
分
な
り
に
本
書
全
種
の
問
題
を
ひ
ろ
っ
て
み
た
い。

川
に
つ

い
て
は
、
前
著
が
荘
園
制
度
一
般
の
追
求
を
そ
の
中
心
課
題
と
し
て
い
る
の
に

比
す
る
と
、
本
書
で
は
、
こ
の
テ
l

マ
は
は
っ
き
り
表
に
は

出
さ
れ
て
い
な

い
。
表
面
に
出
し
て
こ
の

テ
l

マ
を
扱
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
・
七
篇
の
雨
論

文
で
あ
る
。
第
二
篇

「
南
宋
の
稲
作
の
地
域
性
」
で
は
、
農
業
技
術
の
保
存
と

進
歩
の
核
と
し
て
荘
園
制
を
扱
い
、
第
七
篇
「
宋
代
の
坪
田
と
荘
園
制
L

で

は
、
大
規
模
な
第
働
力
を
集
中
し
て
形
成
さ
れ
た
土
地
開
設
の
場
で
の
荘
園
制

度
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
唐
宋
幾
革
の
性
格
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
荘
園
が
佐
倉

の
基
本
的
な
生
産
関
係
の
成
立
す
る
場
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
貼
が
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
ろ
う
が
、
と
の
雨
論
文
で
の
よ
う
に
特
殊
化
し
た
観
鮎
か
ら
の
荘

園
制
度
の
研
究
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
荘
園
と
そ
れ
以
外
の
場
所
で
の
生
産
関

係
と
の
封
比
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
手
が
か
り
が
つ
か
め
る
よ
う
に
思
え
る
。

ωに
つ
い
て
は
、
「
宋
代
、
殊
に
南
宋
代
の
農
業
生
産
力
の
設
展
と
枇
曾
の
愛

展
」
と
い
う
の
が
、

こ
の
論
文
集
金

僅
を
お
お
う
大
き
な
テ
I

マ
で
あ
ろ
う

が
、
そ
の
設
展
の
も
つ
意
味
を
歴
史
的
に
確
認
す
る
と
い
う
方
向
が
十
分
に
表

面
に
ま
で
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
惑
が
あ
る
。
た
と
え
ば
苧
麻
布
生
産
・

鍛
鍛
冶

・
管
理
人
に
よ
る
荘
園
や
鍛
冶
の
統
制
、
或
は
附
加
税
(
沿
徴
)
と
い

っ
た
も
の
は
、
恐
ら
く
い
づ
れ
の
時
代
に
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
現
象
が
宋
代
の一
駐
曾
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
特
質
を

形
成
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
先
の
好
国
の
問
題
に
し
て
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も
、
そ
れ
が
元
・
明
時
代
と
ど
の
よ
う
に
そ
の
姿
を
か
え
、
同
時
に
そ
の
意
義

を
か
え
て
ゆ
く
か
に
つ
い
て
の
筒
箪
な
見
通
し
が
ほ
し
い
し
、
農
鍛
冶
等
に
つ

い
て
も
殊
に
前
代
と
の
存
在
形
態
の
差
を
示
し
て
ほ
し
い
。
氏
が
も
し
こ
の
よ

う
な
貼
を
大
胞
に
示
し
て
お
ら
れ
た
ら
、
本
書
の
意
義
が
一
史
に
明
確
に
理
解
さ

れ

た

だ

ろ

う

花

と

思

う

。

(

佐

竹

靖

彦

)

清
水
博
士

遁

悼

記

念

明

代

史

論

叢

昭
和
三
十
七
年
六
月
東
京

大
安

A
5
版

七
六
四
頁

343 

明
代
史
の
研
究
に
志
し
た
も
の
で
清
水
泰
次
博
士
の
著
書
や
論
文
に
導
か
れ

な
か
っ
た
も
の
は
殆
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
酒
井
忠

夫
、
中
山
八
郎
、
星
斌
夫
、
山
根
孝
夫
各
氏
を
は
じ
め
、
明
代
央
の
研
究
者
を

中
心
と
す
る
多
数
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
総
頁
数
八
百
に
垂
々
ん

と
す
る
本
論
叢
が
刊
行
さ
れ
た
。
序
文
に
よ
る
と
本
書
は
、
最
初
博
士
の
古
稀

の
容
を
御
祝
い
す
べ
く
計
資
さ
れ
た
論
文
集
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
博
士
の
急

逝
に
よ
り
一
縛
し
て
追
悼
記
念
論
文
集
と
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
悲
し
む
べ
く
、

残
念
な
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
こ

の
論
文
集
に
寄
せ

ら
れ
た
執
筆
者
の
陣
容
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
博
士
の
事
恩
の
深
さ
、
大
き
さ

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
序
文
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
論
叢
の
執
筆
者
た
ち
は
直
接
に
博
士
の
指
導
を
受
け
た
門
弟
や
、
限
ら
れ

た
範
園
の
知
人
た
ち
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
は
い
な
い
、
む
し
ろ
い
わ
ば
皐
閥

と
い
っ
た
も
の
は
無
視
し
て
、
明
代
史
の
研
究
途
上
大
な
り
小
な
り
博
士
の
研

究
よ
り
影
響
を
受
け
た
人
達
が
、
何
ら
か
の
形
で
そ
の
由
宇
恩
に
感
謝
す
る
と
い

う
、
純
粋
に
事
問
的
な
気
持
か
ら
執
筆
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
誠
に
博
士

の
追
悼
記
念
論
文
集
に
ふ
さ
わ
し
い
性
質
内
容
の
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
と
の

種
の
論
叢
に
封
し
て
一
つ
の
新
ら
し
い
型
を
示
し
た
も
の
と
云
う
こ
と
が
で
き

よ
p

つ。さ
て
、
本
論
叢
の
内
容
紹
介
に
移
る
が
、
こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
こ
十
一
篇
の

論
文
の
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
大
安
」
本
年
九
月
続
に
寄
せ
ら
れ
た
山

根
氏
の
紹
介
文
中
に
要
約
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

て
、
こ
こ
で
は
た
だ
論
文
の
論
題
と
執
筆
者
名
を
掲
げ
る
に
止
め
る
こ
と
を
許

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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